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第２回小金井市気候市民会議概要資料 

〇第２回小金井市気候市民会議の目的 

テーマ：くらしの脱炭素について考えよう 

第 1 回の結果とフィールドワークの内容を踏まえて、小金井市における課題の解決に向けた取

組について、市民の皆さんから意見交換をしていただき、提言案の抽出・整理をしていただきま

す。 

〇本日のスケジュール 

13：00～ 受付 

13：30～ 第 2回小金井市気候市民会議 開会 

13：35～ 第 1回小金井市気候市民会議及びフィールドワークの報告 

13：40～ 家庭部門の脱炭素について（住環境計画研究所 主任研究員 岡本 洋明 氏） 

14：10～ 休憩 

14：20～ グループワークの説明 

14：30～ グループワーク「課題解決に向けた取組の検討」【80分】 

Aグループ テーマ「再生可能エネルギー・省エネルギー」 

Bグループ テーマ「公共交通・移動手段（EV化、自転車など）」 

Cグループ テーマ「ごみの減量化とリサイクル」 

Dグループ テーマ「緑地の保全・創出」 

Eグループ テーマ「意識啓発と教育・学習、情報発信とコミュニティ」 

15：50～ 休憩 

16：00～ グループ意見の総括（グループ発表）【各グループ 5分】 

16：25～ 講評（神山副市長） 

16：30～ 第 3回小金井市気候市民会議の説明 

16：35  ワークショップ終了 

〇講師の先生のご紹介 

住環境計画研究所 主任研究員 岡本 洋明 氏 

 

1981年、福井県福井市生まれ。大学では機械工学を専攻。大学院

時代は主にヒートポンプの小型化に関する研究や、ヒートポンプ

の性能の評価法に関する研究に従事。一方で、いくら機械が進歩

しても、それが良いものとして社会実装されるかどうかは、その

使われ方次第だと感じるようになり、機器の使われ方の実態や、

人々の暮らしの実態に関する調査研究に、機械工学経験者として

携わりたいとの思いから、2015年に（株）住環境計画研究所に入

社。現在は同・主任研究員。  

〇本日の配布物 

・資料 ・名札 

・ペン ・付箋 
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〇グループワークについて 

⚫ 気を付けること 

・対話を楽しむ 

・話をよく聞く 

・否定せず、受け入れる 

・断定せず、押し付けない 

・質問して広げる 

・無理に結論をまとめようとしない 

 

⚫ 手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 各付箋の種類 

 

 

 

 

 

 

 

自己紹介 

・テーマについて自由に意見を出し合います。 

・話したこと、感じたことなどを付箋に書き留めて模造紙に貼っ

ていきます。【60分】 

アイデアを 

整理する 

・発表に向け、これまでの意見を簡単にまとめます。【20分】 

発表 ・テーマごとのアイデアを全体で共有します。 

テーマについて

アイデアをだす 

・テーマについて話し合いを行う前に簡単に自己紹介を行いま

す。 

 

緑色の付箋 

教育機関、その他 

の取組 

赤色の付箋 

市民の取組 

黄色の付箋 

事業者の取組 

青色の付箋 

市（行政）の取組 


